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４
月
２９
日
中
央
メ
ー
デ
ー
、
５
月
１
日
日
比
谷
メ
ー
デ
ー
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
わ
が
組
合
は
両
方
に
参
加
し
、
例
年
通
り
日
比
谷
メ
ー
デ

ー
を
中
心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
両
日
と
も
都
内
を
整
然
と
デ
モ
行
進

し
、
都
民
に
我
が
組
合
の
主
張
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
ま
し
た
。

４
月
２９
日
の
連
合
の
メ
ー
デ

ー
は
快
晴
の
な
か
、
２
０
０
人

を
超
え
る
仲
間
が
参
加
し
、
前

段
で
明
治
公
園
で
の
東
京
地
公

労
の
集
会
を
行
な
っ
た
の
ち
、

中
央
メ
ー
デ
ー
会
場
の
あ
る

代
々
木
公
園
ま
で
デ
モ
行
進
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

ま
た
５
月
１
日
の
日
比
谷
メ

ー
デ
ー
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
青

行
隊
、
女
性
部
、
退
職
者
会
、

全
体
で
７
０
０
人
超
え
る
仲
間

が
参
加
し
、
ま
た
今
回
は
初
め

て
と
な
る
、「
公
共
清
掃
」
の

仲
間
と
共
に
日
比
谷
野
外
音
楽

堂
か
ら
鍛
冶
橋
ま
で
デ
モ
行
進

を
行
い
ま
し
た
。

編 集 責 任
教 宣 部 長
坂本 浩明

主
な
日
程

６
月
５
日（
土
）

〜
７
日（
月
）

第
３５
回
組
織
集
会

箱
根
路

開
雲

メ
ー
デ
ー
の
歴
史

メ
ー
デ
ー
は
。
１
８
８
６
年

５
月
１
日
に
ア
メ
リ
カ
の
労
働

者
が
８
時
間
の
労
働
時
間
を
求

め
て
、
ゼ
ネ
ス
ト
に
立
ち
上
が

っ
た
の
を
起
源
と
し
て
い
る
。

当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
労
働
者

は
、
低
賃
金
と
長
時
間
労
働
に

苦
し
め
ら
れ
、
労
働
時
間
の
短

縮
は
切
実
な
要
求
だ
っ
た
。
第

１
回
国
際
メ
ー
デ
ー
は
こ
う
し

た
背
景
の
下
で
、
１
８
９
０
年

に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

日
本
で
は
、
１
９
２
０
年
５

月
２
日
に
第
１
回
メ
ー
デ
ー
が

上
野
公
園
で
開
か
れ
た
。
し
か

し
、
治
安
維
持
法
の
下
で
労
働

運
動
は
弾
圧
さ
れ
、
日
本
が
次

第
に
戦
争
へ
と
進
ん
で
い
く
中

で
、
１
９
３
６
年
に
起
き
た
、
い

わ
ゆ
る
「
２
・
２６
事
件
」
を
契

機
に
メ
ー
デ
ー
は
禁
止
さ
れ
た
。

第
２
次
世
界
大
戦
後
、
メ
ー

デ
ー
は
労
働
組
合
の
復
活
と
と

も
に
、
再
び
開
か
れ
、
労
働
者
の

地
位
や
労
働
条
件
の
向
上
、
権

利
拡
大
を
は
じ
め
、
人
権
・
労
働

基
本
権
の
確
立
、
民
主
主
義
の
発

展
、
恒
久
平
和
に
深
く
貢
献
し
、

そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

ま
た
、
メ
ー
デ
ー
の
歴
史
は
、

労
働
戦
線
の
動
向
と
深
く
関
わ

っ
て
お
り
、
今
日
的
に
は
す
べ

て
の
労
働
組
合
・
労
働
団
体
の

「
統
一
メ
ー
デ
ー
」
開
催
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

わ
が
組
合
の
主
力
が
参
加
す

る
「
日
比
谷
メ
ー
デ
ー
」
の
精

神
は
、
最
も
そ
の
志
し
を
受
け

継
い
で
い
る
と
言
え
る
。
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品川区で４月に新規採用された北村 遼平さん
「メーデーは初めての参加です。東京清掃の作
業服の青が目立ちますね。」

葛飾区で４月に新規採用された灰田 彰さん
「初めての参加です。青行隊で参加です・天
気が良くてよかったです。」議長団に選出された東京清掃本部吉田副委員長

退職者会の植草 嘉継さん（旗を持っている人）
「職場は分断されたけれど、青い作業服での参加を見る
につけ、東京清掃は西川委員長の下でひとつに団結して
いることを感じるね。これは退職しても我々の誇りだね」青年部

女性部退職者会
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第１地連第２地連第３地連

第４地連第５地連中央メーデー

昨
年
の
都
本
部
野
球
大
会
（
自
治
労
大
会
東
京
都

代
表
決
定
戦
）
へ
の
参
加
を
契
機
に
発
足
し
た
、
東

京
清
掃
労
組
軟
式
野
球
部
『
オ
ー
ル
清
掃
』
が
今
年

の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

今
年
の
都
本
部
野
球
大
会
も
６
月
１９
日
（
土
）
に

日
程
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
惜
し
く
も
東
京

都
代
表
の
座
を
逃
し
ま
し
た
が
、
今
年
こ
そ
東
京
都

代
表
と
し
て
関
東
甲
大
会
へ
の
出
場
を
目
指
し
ま
す
。

各
区
か
ら
の
選
抜
メ
ン
バ
ー

は
、
冬
の
間
の
活
動
休
止
期
間

を
感
じ
さ
せ
な
い
軽
快
な
動
き

で
、
今
期
の
練
習
と
練
習
試
合

を
消
化
し
て
い
ま
す
。

今
期
初
め
て
の
練
習
試
合
を

行
っ
た
５
月
６
日
は
、
新
宿
区

職
労
と
の
対
戦
で
し
た
。
昨
年

も
対
戦
が
予
定
さ
れ
て
い
た
の

で
す
が
、
天
候
不
良
で
中
止
に

な
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
再

度
の
対
戦
申
入
れ
に
快
諾
を
い

た
だ
き
、
練
習
試
合
の
実
現
と

な
り
ま
し
た
。

試
合
が
動
い
た
の
は
、
０
対

０
で
迎
え
た
三
回
表
、
走
者
二

・
三
塁
か
ら
杉
並
支
部
・
瀬
川

君
の
見
事
な
策
越
え
３
ラ
ン
で

先
取
点
を
挙
げ
、
四
回
表
に
も

石
神
井
支
部
・
桧
山
君
の
タ
イ

ム
リ
ー
で
追
加
点
。
投
手
も
江

戸
川
支
部
・
�
原
君
か
ら
文
京

支
部
・
星
君
、
北
支
部
・
山
�

君
と
継
投
し
、
最
後
は
石
神
井

支
部
・
黒
田
君
が
締
め
て
４
対

０
の
完
封
で
今
季
初
戦
を
快
勝

し
ま
し
た
。
敗
れ
た
新
宿
区
職

労
も
好
投
手
を
擁
す
る
強
豪
チ

ー
ム
で
し
た
が
、
少
な
い
好
機

を
活
か
し
た
『
オ
ー
ル
清
掃
』

に
勝
利
の
女
神
は
微
笑
み
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
日
は
、
中
野

支
部
・
高
橋
君
と
板
橋
東
支
部

・
名
越
君
を
新
入
部
員
と
し
て

迎
え
ま
し
た
。

そ
の
後
も
５
月
１８
日
に
東
京

都
市
大
学
の
同
好
会
チ
ー
ム
『
Ｔ

Ｃ
Ｐ
』
と
対
戦
。
昨
年
も
対
戦

し
て
６
対
２
で
勝
利
し
た
チ
ー

ム
で
し
た
が
、
昨
年
の
雪
辱
に

燃
え
る
相
手
チ
ー
ム
は
、
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
新
調
し
て
の
奮
起

を
見
せ
、
１
対
２
で
惜
敗
を
喫

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
試
合
後

に
「
普
段
対
戦
し
て
い
る
学
生

チ
ー
ム
よ
り
と
て
も
強
い
で
す

（
笑
）
」
と
感
想
を
述
べ
て
く

れ
ま
し
た
。

本
来
で
あ
れ

ば
、
当
局
責
任

で
実
施
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い

福
利
厚
生
事
業

で
す
が
、
取
り

巻
く
状
況
か
ら

そ

れ

も

難

し

く
、
東
京
清
掃

の
レ
ク
レ
ー
シ

ョ
ン
活
動
の
一

環
と
し
て
の
チ

ー
ム
結
成
と
な

り
ま
し
た
。

本
番
の
都
本
部
大
会
も
近
づ

い
て
き
ま
し
た
。
応
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
は
野
球
だ
け
に
限
ら

ず
、
様
々
な
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
本
部

と
し
て
は
考
え
て
い
ま
す
。

４
月
２７
日
第
５
回
中
央
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
経
過
報
告

と
し
て
第
４
回
以
降
の
経
過
、
２
０
１
０
年
度
１
月
、
２
月
分
の
会

計
収
支
報
告
が
報
告
さ
れ
、
全
体
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
議
事
と
し
て
４
月
２９
日
（
木
）、５
月
３
日
（
月
）、５
月
４
日
（
火
）、

５
月
５
日
の
祝
日
計
画
、
回
復
作
業
計
画
（
案
）
等
に
つ
い
て
中
央

委
員
全
体
の
拍
手
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

西
川
中
央
執
行
委
員
長
の
冒

頭
の
挨
拶
の
な
か
で
、
３
月
末

で
１
９
６
名
が
退
職
者
し
、
４

月
か
ら
の
新
規
採
用
は
２
区
の

み
で
１０
人
で
あ
る
こ
と
に
触

れ
、
今
年
度
は
今
ま
で
以
上
に

新
規
採
用
を
求
め
て
い
く
こ
と

を
決
意
と
し
て
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
自
治
労
本
部
の
な
か
に
政

策
委
員
会
が
あ
り
、
そ
の
な
か

で
「
廃
棄
物
対
策
委
員
会
」
を

立
ち
上
げ
、
同
時
に
廃
棄
物
行

政
に
精
通
し
た
議
員
を
つ
く
る

た
め
に
、
民
主
党
の
国
会
議
員

と
の
勉
強
会
を
お
こ
な
う
こ
と

と
な
り
、
一
方
都
市
清
掃
労
働

組
合
の
役
員
が
「
全
国
都
市
清

掃
会
議
」
に
個
人
加
盟
す
る
こ

と
を
報
告
し
ま
し
た
。
制
度
政

策
要
求
を
実
現
の
た
め
、
我
が

組
合
も
先
頭
に
立
っ
て
尽
力
す

る
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

経
過
報
告
と
し
て
染
書
記
長

か
ら
、「
区
長
会
へ
の
人
事
任

用
制
度
要
求
」
の
団
体
交
渉
、

「
課
長
会
と
勤
務
条
件
に
関
わ

る
意
見
交
換
」
の
内
容
等
第
４

回
以
降
の
経
過
、
ま
た
財
政
部

長
１
月
、
２
月
分
の
会
計
収
支

報
告
が
報
告
さ
れ
、
質
疑
答
弁

の
の
ち
、
中
央
委
員
全
体
の
拍

手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
と
し
て
４
月
、
５
月
の

祝
日
計
画
等
、
夏
の
参
議
院
選

挙
の
推
薦
候
補
が
提
案
さ
れ
、

質
疑
答
弁
の
の
ち
、
中
央
委
員

全
体
の
拍
手
で
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

東
京
清
掃
軟
式
野
球
部『
オ
ー
ル
清
掃
』

今
期
の
活
動
を
始
動

第
５
回
中
央
委
員
会
報
告

対戦した新宿区職労と試合後の記念撮影
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�������������������������ひひ とと ここ とと

自治労自動車共済加入者の皆さんへ

今年の３月１２日付けの朝日新聞に、「自治労共済 １８年間不適切契約 自動車共済、実態調査へ」と

の記事が掲載されました。

自動車共済の加入条件は、組合員・配偶者、また同居する父・母・子の所有する車両とし、他に一定

の条件（組合員の転勤や子の就学等の一時別居は加入できる）の範囲としてきました。

この「一時別居」の条件を拡大解釈し、例外的に契約後、所有者が別居しても、組合員の隣接する県

であれば届出（現認所）により特例的に継続を認めてきました。この運用は、２００８年３月に打切り終了

となりましたが、それ以前の契約者に対しては、継続契約を認めてきました。

注）この契約者には、別途連絡します。

この件については、本年３月３日に厚生労働省から是正指導がなされています。自治労共済としては、

規約の拡大解釈であったことから、是正指導を踏まえ、当該運用を廃止するとともに、今後契約車両の

範囲の徹底のため以下の対応をとることとしました。宜しくお願いします。

【別居の父母、子を所有者として加入されている契約者】

１．現在の契約については、契約満了まで加入できます。その時点で「別居」されている場合は、契約を

更新することができません。但し、全労済の「マイカー共済」にランク継承で引継ぎができますので担

当者にご相談ください。

【所有者の定義の再確認】

＊加入できる車の範囲を再確認しましょう。

注）「同居」「別居」は、継続時の状況です。「同居」する次の「所有者」の車です。

１．今回所有者の確認徹底のため、帳票類の内容の一部変更します。

■「所有者」を「記名被共済者」に変更します。

■記名被共済者とは、契約車両の実質上の所有者（車検証等で所有の事実が確認できる人）です。①

共済契約者（組合員） ②共済契約者の配偶者 ③共済契約者と同居する父母、子（配偶者を含む）

④共済契約者の配偶者と同居する父母、子 ⑤「一時的別居」の父母、子

■「同居とは」、同一の家屋に居住していることをいいます。住所の番地が同じであれば、同居とみ

なします。番地が異なれば、別居とみなします。

■「一時的別居とは」、組合員または配偶者とその父母または子が同一生計であることが確認でき、

①組合員またはその配偶者が、転勤により、将来同居することを前提に、記名被共済者（所有者）であ

る父母ないし子と別居すること。②独身の組合員が、転勤により、将来同居することを前提に、記名被

共済者である父母と別居すること。③組合員またはその配偶者の子が記名被共済者で、子が就学のため、

組合員またはその配偶者と別居すること。

■「同一生計とは」、生活に必要な費用（食費、光熱費、水道料金等）の共有（負担）を証明できる

ことをいいます。

「風薫５月」もこの号が各支部に着く頃は終わ

っているかもしれないが、今年の連合メーデ

ーも日比谷メーデーも好天に恵まれた。残念

ながら今回もわが組合が求める統一のメーデ

ーは叶わなかったが、わが組合は両方に参加

して、心地よい初夏の日差しのなか、都内を

整然とデモ行進を行い、わが組合の主張を訴

えてきた。▲統一を求めながらナショナルセ

ンターにかかわらず、国鉄闘争を中心とした

闘いのなかで生まれた日比谷メーデーはとり

わけ感慨深いものがあった。▲「JR不採用問

題」の解決へ向かうなかで、闘争団の仲間か

らの静かな口調での連帯の挨拶は２４年に及

ぶ闘いを支えてくれた多くの労組、仲間に対

する感謝に溢れていた。またこの闘いは我々

労働者にとって厳しい状況であっても、闘い

続けることこそが力であり、展望を切り開け

ることを身をもって示したような気がする。

▲まだ「雇用問題」が解決されていない。

▲「納得いく解決」まで闘いはまだまだ続く。

教宣部長 坂本 浩明
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